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概要

測定項目と解析方法

装置仕様

ガス吸着法による粉体材料の比表面積・細孔分布測定

測定事例

No.M-1627NSST HIROHATA report

機種： 社製

測定性能：比表面積 ガス吸着 以上、 ガス吸着 以上

細孔分布 ： ＜ ＜

測定相対圧力 ： × （ 吸着）

容積検出限界値 ： 以下

触媒担体，吸湿剤，消臭剤等として利用される、活性炭，ゼオライト等の多孔質材料の比表面積や細孔の大き

さ・量を測定することは、吸着性を評価する上で極めて重要です。

弊社では、ガス吸着法による比表面積および細孔分布（細孔の大きさ・量）測定が可能です。

ガス吸着法とは、多孔質試料に気体を吸着させてその吸脱着等温線を測定し、

比表面積，細孔容積，細孔分布などを得る手法です。

ガス吸着量測定装置外観

①比表面積測定

比表面積：単位重量当たりの表面積

通常は、等温線の一部（ ～ ）を

測定し、 プロット（図 ）を作成して比表面

積を算出します。（ 多点法）

例） 試料：無機粉体 ｇ

前処理：200℃ 時間加熱真空脱気

測定条件： 吸着 液体窒素

⇒ 比表面積

測定項目 解析方法

①比表面積 （ ）多点法・ 法

②メソ細孔分布（ ） （ ）法、 （ 法

③ミクロ細孔分布（ ） プロット法、 法・・・活性炭等
法・・・ゼオライト、シリカゲル等

④ミクロ孔～メソ孔細孔分布 法（ 密度汎関数法）
広範囲の細孔の評価が可能で信頼性が高い

図 プロット

比表面積

また、低比表面積には液体窒素下 ガス吸着にて対応致します。
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②細孔分布測定

細孔分布：細孔の大きさとその体積の関係

例） 試料：活性炭 ｇ

前処理条件：200℃、 時間加熱真空脱気

測定条件： 吸着 液体窒素 下

既知量のガスを連続して試料セルに加えながら圧力を

測定する操作を繰り返し、吸着等温線（図 ）を得ます。

吸着等温線は、細孔の有無や形状，大きさなどにより

その形が変化し、細孔の大まかな情報が得られます。

図 活性炭の吸着等温線

測定結果

比表面積：

全細孔容積（ 点法）：

平均細孔径： 23.6Å

ガス吸着法による粉体材料の比表面積・細孔分布測定

また、今回は 法を用いて細孔分布を解析しました（図 ）。

図 法による細孔分布解析結果

応用分野

 粉体…食品、薬品、顔料
 触媒…触媒担体、金属触媒
 吸着剤…活性炭、シリカゲル
 電池用電極材…金属多孔質板
 培養担体材料…多孔質ガラス、

シート状アパタイト

比表面積・細孔分布測定は
弊社にお任せください。

細孔は主に50Å以下に存在しています。
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相対圧力（ ＝吸着平衡圧 飽和蒸気圧

吸着平衡圧：吸着が始まってからある程度

時間が経過し、それ以上吸着が起こって

いないように見える状態での圧力
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